
い

ち
ご
の
ハ
ダ
ニ
被
害

い
ち
ご
に
お
け
る
ハ
ダ
ニ
類
の

発
生
は
、
葉
の
吸
汁
に
よ
る
カ
ス

レ
を
生
じ
さ
せ
、
生
育
を
悪
く
し

ま
す
。
一
見
、
吸
汁
の
影
響
は
小

さ
く
見
え
ま
す
が
、
収
量
減
少
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
発
生
は
長
期
に
わ
た

る
た
め
、
防
除
回
数
・
防
除
コ
ス

ト
の
過
多
な
ど
防
除
の
困
難
さ
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ

ダ
ニ
防
除
の
難
し
さ

ハ
ダ
ニ
は
と
て
も
小
さ
く

（
0.

5
㎜
程
度
）
、
風
で
飛
ば

さ
れ
た
り
、
人
の
体
に
付
着
し
て

侵
入
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
自
身

の
移
動
距
離
も
大
き
く
、
1
時
間

も
あ
れ
ば
数
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る

た
め
、
1
日
で
ハ
ウ
ス
全
体
に
広

が
る
力
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

繁
殖
力
も
強
く
、
一
時
は
少
量
発

生
程
度
で
あ
っ
て
も
、
数
日
で

大
量
発
生
い
た
し
ま
す
。
発
生
し

た
ハ
ダ
ニ
は
越
冬
も
し
ま
す
の
で
、

1
年
通
し
て
ど
ん
ど
ん
被
害
が
増

え
て
い
き
ま
す
。

農
薬
防
除
の
面
に
お
い
て
も
、

ハ
ダ
ニ
の
越
冬
す
る
特
徴
の
た

め
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
が
し
や

す
く
、
よ
り
効
果
を
示
す
農
薬

が
少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

効
果
の
高
い
薬
剤
の
抵
抗
性
発

達
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
化
学
農
薬

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
に
加
え
、

抵
抗
性
発
達
の
危
険
性
が
極
め
て

低
い
天
敵
や
気
門
封
鎖
剤
を
併
せ

て
使
用
し
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
ハ

ダ
ニ
を
残
さ
な
い
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

を
抑
え
る
効
果
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

天

敵
の
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
す
る

「
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
」

バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
（
石
原
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
）
と
は
、
天
敵

パ
ッ
ク
製
剤
を
耐
水
性
の
紙
製

シ
ー
ト
の
中
に
入
れ
て
圃
場
に
設

置
す
る
こ
と
で
、
降
雨
・
散
水
・

薬
剤
の
影
響
を
軽
減
さ
せ
た
天
敵

資
材
で
す
。
ま
た
、
シ
ー
ト
内
に

フ
ェ
ル
ト
と
保
水
材
を
入
れ
る
こ

と
で
、
天
敵
の
生
存
に
適
し
た
環

境
を
作
り
、
産
卵
・
繁
殖
を
促
進

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
通
常
で
は

定
着
し
に
く
く
効
果
が
一
時
的
な

天
敵
が
、
１
～
２
か
月
ほ
ど
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
天
敵
を
保
護
す
る
防
除

体
系
を
取
る
こ
と
で
、
よ
り
長
期

間
に
渡
っ
て
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

農
薬
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！
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い
ち
ご
の
ハ
ダ
ニ
被
害
を
抑
え
る
防
除
技
術
！

↑ハダニ食害痕（カスレ）
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い

ハ

ハ

ダ
ニ
発
生
ピ
ー
ク
の

な
い
防
除
体
系
！
？

ハ
ダ
ニ
発
生
の
ピ
ー
ク
が
一
度

で
も
あ
る
と
、
化
学
農
薬
で
も
天

敵
で
も
完
全
に
防
除
す
る
に
は
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
の
ハ
ダ
ニ
密
度
を
高
め
な

い
、
発
生
ピ
ー
ク
を
作
ら
な
い
体

系
的
な
防
除
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
Ｊ
Ａ
全
農
で
は
農
薬

メ
ー
カ
ー
５
社
の
協
力
の
も
と
、

育
苗
期
か
ら
本
圃
栽
培
に
か
け
て
、

有
効
な
ハ
ダ
ニ
防
除
体
系
の
確
立

の
た
め
「
い
ち
ご
ハ
ダ
ニ
ゼ
ロ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
日

本
全
国
で
の
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ハ
ダ
ニ
被
害
を
抑

え
る
に
は
育
苗
期
か
ら
本
圃
定
植

初
期
に
お
け
る
ハ
ダ
ニ
発
生
ピ
ー

ク
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
今
回
ハ
ダ
ニ
発
生

ピ
ー
ク
を
抑
え
る
た
め
に
、
効
果

の
高
い
「
化
学
農
薬
を
用
い
て
ハ

ダ
ニ
密
度
を
低
い
状
態
に
し
、
そ

こ
に
天
敵
農
薬
を
使
用
す
る
」
こ

と
、
「
十
分
な
量
の
農
薬
散
布
水

量
を
遵
守
す
る
」
こ
と
で
、
長
期

間
に
渡
っ
て
ハ
ダ
ニ
発
生
ピ
ー
ク

ハ

ハダニの越冬
成虫は赤色に
なります。

←ミヤコ
カブリダニ

チリ→
カブリダニ

←スワルスキー
カブリダニ

いちごハダニの
天敵(農薬)

天

↑ハダニ

脇腹の黒いス
ジがハダニの
特徴。



JA全農

いちごハダニゼロプロジェクト
～ハダニ発生のピークのない防除プログラムの確立を目指して～

いちごハダニの防除は、化学農薬だけでは一度ハダニ密度を減らすことができても、生き延びた個体からま
た繁殖し、再びハダニ密度が戻ってしまいます。一方で、天敵だけではハダニを食べ抑制するまでに時間がか
かりすぎてしまいます。
そこで、天敵放飼時にハダニ密度を下げておくことで、シーズン通してハダニの発生ピークを作らない防除

プログラムを作成いたしました。育苗期および定植直後のハダニ防除の重要性高く、特に前年にハダニが多発
生している場合は、育苗期から天敵資材を使用することをお勧めします。また、部分的にハダニの発生が見ら
れた場合は、気門封鎖剤の局所散布や、チリカブリダニ資材のスポット放飼が有効です。

※18～10月に銅剤使用の防除暦の場合、
• 10月上旬「ダニオーテフロアブルX2000」⇒「気門封鎖＋ニッソラン水和剤X2000（臨機防除）」に変更

• 12月中旬「ダニオーテフロアブルX2000（必須防除）」を追加

育苗期～定植～ミヤコバンカー設置までの防除プログラム（5月上旬～11月上旬）

防除時期 天敵放飼・薬剤防除等 防除のポイント

5月上旬 アグリメック X1000 必須防除

5月中旬 ミヤコバンカー 100個/10a苗分 前年ハダニ多発圃場のみ

6月中旬 気門封鎖剤 臨機防除（ハダニスポットがあった場合）

6月下旬 グレーシア乳剤 X2000 必須防除

7月中旬 気門封鎖剤＋卵活性のあるダニ剤 内1回は必須防除
（卵活性をダニ剤は抵抗性の有無を考慮）8月中旬 気門封鎖剤＋卵活性のあるダニ剤

8月下旬 アグリメック X1000 必須防除

9月上旬 モベントフロアブル X250 必須防除 25ml/株 灌注処理

9月上旬 本圃定植

9月中旬 気門封鎖剤 臨機防除（ハダニスポットがあった場合のみ）

10月上旬 ダニオーテフロアブル※1 X2000 必須防除

10月中旬～
11月上旬

ミヤコバンカー 100個/10a
（畝マルチ展張直後）

必須防除 ハダニスポット残っていたら200個/10a
＋チリカブリダニ（スポット放飼）

• 気門封鎖剤

（天敵放飼前に限り）ハダニが多発生の場合は、2週連続散布をおススメ

※2サンヨール乳剤は銅剤ですので、ダニオーテフロアブルの散布は2か月以上間隔をあけること。

• 卵活性のあるダニ剤

サンマイトフロアブルは天敵影響が大きく、バンカーシート設置3週間前までしか使用ができない。

⇒7月～8月の殺卵効果のあるダニ剤として使用可能！

サンヨール乳剤※2 ×500 収穫前日まで 6回以内

サフオイル乳剤 ×300 収穫前日まで －

ニッソラン水和剤 ×2000 収穫前日まで 2回以内 天敵影響 少

サンマイトフロアブル ×1000 収穫3日前まで 1回 天敵影響 大

各農薬についてのお問い合わせはお近くのＪＡまで！
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